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『 

〝
と
き 

〟
の
流
れ
』 

港
工
同
窓
会
会
長 

港(

全)

３
期
電
力
科 

前
田 

武
男 

 

 

平
成
元
年
「
港
工
同
窓
会
」
が
再
建
さ

れ
て
か
ら
３０
数
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
な
か
で
特
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、

盟
友 
加
藤
先
生
を
失
っ
た
こ
と
、心
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
母
校
の
閉
校
、
そ
し

て
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
・
第
１８
号
「
返

信
ハ
ガ
キ
か
ら
の
近
況
・
想
い
出
」
の
コ

ー
ナ
に
私
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
後
援
会
で
共
に
活

動
し
、
と
き
に
は
新
橋
や
赤
坂
あ
た
り
の

ス
ナ
ッ
ク
で
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
カ
ラ
オ

ケ
・
旅
行
と
楽
し
く
過
ご
し
た
懐
か
し
い

仲
間
達
か
ら
の
「
た
よ
り
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
お
一
人
の
息

子
（
同
窓
生
）
さ
ん
が
２
年
前
４５
才
の
若

さ
で
亡
く
な
っ
た
と
！ 

過
去
に
も
こ
の

よ
う
な
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
方
々
は
ど
の

よ
う
な
「
想
い
」
で
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
の
か
と
思
い
哀
悼
の

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。 

 

一
方
、
今
年
の
総
会
は
１８
名
（
内 

理

事
１２
名
）
の
出
席
で
、
現
在
の
同
窓
会
の

趨
勢
を
物
語
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
い

ま
す
。 

総
会
終
了
後
、
今
年
も
出
席
者
の
皆
様

に
自
己
紹
介
と
「
現
在
の
心
境
」
を
吐
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
、

健
康
問
題
と
物
忘
れ
な
ど
と
の
こ
と
で
し

た
。
私
な
ど
も
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

て
、
草
稿
（
下
書
き
）
が
終
了
し
、
い
ざ

本
稿
に
書
き
直
し
て
い
る
と
、
あ
の
こ
と

も
忘
れ
た
、
こ
の
こ
と
は
入
れ
な
い
と
！

な
ど
の
問
題
で
な
か
な
か
原
稿
が
進
ま
な

い
。 そ

ん
な
中
、
出
席
者
の
方
か
ら
「
同
窓

会
も
元
気
な
う
ち
に
解
散
し
た
ら
？
」
と

の
ご
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
来
年
は

米
寿
を
迎
え
ま
す
。
誠
に
悩
ま
し
い
問
題

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
ま
で
、
六
郷
工
科
高
校
（
以
降
学
校
）

内
で
毎
月
行
う
理
事
会
や
総
会
等
、
会
場

使
用
の
折
衝
・
協
力
を
お
願
い
し
て
い
た

杉
野
先
生（
同
窓
会
理
事
）が
近
い
将
来
、

学
校
を
退
職
さ
れ
ま
す
。
さ
す
れ
ば
今
ま

で
の
よ
う
に
学
校
内
で
の
理
事
会
や
色
々

な
行
事
な
ど
は
出
来
な
く
な
る
と
推
察
さ

れ
、
そ
し
て
、
懇
親
会
々
場
で
あ
っ
た
Ｔ

Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
が
建
替
え
の
た

め
来
年
限
り
、
そ
の
上
消
費
税
増
税
に
よ

る
値
上
げ
、
料
理
の
問
題
な
ど
の
諸
事
情

に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
し
ま
し
た
。 

尚
、
来
年
の
懇
親
会
は
品
川
駅
近
辺
か

ら
出
航
す
る
「
屋
形
船
」
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
昼
の
「
屋
形
船
」
も
「
オ
ツ
（
し

ゃ
れ
て
、
気
が
き
い
て
い
る
）」
な
も
の
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
。
な
に
は
と
も
あ
れ
、

我
が
「
同
窓
会
」
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
潮

ど
き
か
と
も
思
考
す
る
昨
今
で
す
。
ど
う

か
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

〝
老
兵
は
死
な
ず
！
た
だ
消
え
さ
る
の

み
！ 

〟 
 

ダ
ク
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
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来
春
の
定
期
総
会
は
、六
郷
工
科
高
校
に

て
総
会
を
行
い
、
懇
親
会
は
従
来
の
TKP
品

川
が
使
え
な
い
た
め
、初
め
て
の
試
み
で
す

が
、
屋
形
船
船
上
開
催
を
企
画
し
ま
し
た
。

ＪＲ
品
川
駅
近
く
に
集
合
し
ま
す
。 

駅
前
で
来
場
し
易
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

ク
ラ
ス
会
や
、旧
友
と
の
再
会
に
活
用
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

記 

 

日
時 

令
和
２
年
６
月
１３
日
（
土
） 

 

場
所 

総 

会 

六
郷
工
科
高
校
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

１３
時
よ
り 

  
 
 

懇
親
会 

品
川
沖
屋
形
船
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

１６
時
よ
り 

  

※
詳
細
は
来
年
４
月
、学
校
行
事
日
程
の

決
定
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

       

  

〇
事
務
局
か
ら
ご
案
内 

 

※
港
工
５０
周
年
記
念
誌
（
平
成
８
年
） 

※
港
工
閉
校
記
念
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
１６
年
） 

在
庫
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は 

事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

※
港
工
高
２０
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て
は
、

 

在
庫
が
僅
か
の
た
め
配
布
不
可
で
す
。 

内
容
等
ご
質
問
あ
れ
ば
ご
一
報
下
さ
い
。

 

 

部
分
コ
ピ
ー
の
上
送
り
ま
す
。 

（
秋
の
六
郷
祭
に
は
展
示
し
ま
す
） 

  

高
輪
一
本 

３
期
Ｅ 

森 
 

一
郎 

高
輪
一
本 

４
期
Ｅ 

種
本 

弘 

麻
布
一
本 

２
期
Ｅ 

栃
木 

義
郎 

麻
布
一
本 

３
期
Ｅ 

小
池 

直
久 

麻
布
一
本 

５
期
Ｍ 

大
山 

勝
巳 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

坂
田 

芳
夫 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

中
山 

健
吉 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

吉
澤 

慶
一 

港(

全) 

１
期
Ｐ 

奥
宮 

盛
治 

港(

全) 

１
期
Ｐ 

中
田 

達
夫 

港(

全) 

５
期
Ａ 

古
山 

邦
雄 

港(

全) 

６
期
Ａ 

永
井 

行
二 

港(

全) 

１１
期
Ｅ２ 

井
上 

新
一
郎 

 

港(

全) 

１２
期
Ｅ１ 

笹
原 

慎
寿 

 

港(

全) 

１６
期
Ｍ 

古
谷 

寛 

 

港(

全) 

１６
期
Ａ 

秋
山 

修 

 

港(

定) 

８
期
ＭＡ 

原
木 

寛
司 

 

港(

定) 

８
期
Ｅ 

根
本 

清 

 

港(

定) 

１５
期
Ｃ 

高
瀬 

秀
男 

 

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。 

令
和
２
年
定
期
総
会
・懇
親
会 

 

懇親会（会⻑挨拶）会場⾵景 

 

懇親会（豊⼭先⽣演奏）会場⾵景 

 
 

恩 
師 

訃 

報 

 

須
田 
俊
一
（
事
務
）
全 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

訃 
 

報 
 

（
敬
称
略
） 

第
３１
回
定
期
総
会
懇
親
会 

 

                                

【
令
和
元
年 

定
期
総
会
・
懇
親
会
】

 

令
和
元
年
６
月
１５
日(

土)

に
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
品
川
「
ダ
リ
ア
の
間
」

で
第
３１
回
定
期
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

定
期
総
会
は
、
出
席
者
が
１８
名
（
内
特

別
会
員
２
名
）
で
、
議
案
は
全
て
議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
席
者
一

人
ひ
と
り
が
挨
拶
を
さ
れ
、
在
学
時
代
の

思
い
出
話
、
就
活
や
大
学
進
学
の
話
、
就

職
企
業
や
教
職
員
と
し
て
の
努
力
と
活
躍

話
、
家
族
や
健
康
の
現
況
、
さ
ら
に
港
工

同
窓
会
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
有
意
義
に

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

懇
親
会
は
、
出
席
者
が
２６
名
（
内
特
別

会
員
５
名
）
で
、
開
会
に
あ
た
っ
て
司
会

の
松
岡
理
事
か
ら
、
昨
年
ご
逝
去
さ
れ
た

故
加
藤
琢
二
先
生
の
お
嬢
様
で
あ
る
加
藤

英
子
さ
ん
の
紹
介
が
あ
り
、
参
加
者
の
驚

き
と
感
嘆
の
拍
手
で
始
ま
り
、
前
田
会
長

挨
拶
で
は
、
同
窓
会
の
存
在
は
加
藤
琢
二

先
生
の
お
か
げ
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

 

懇
親
会
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
豊
山
先
生
の

フ
ル
ー
ト
演
奏
を
聴
い
て
楽
し
ん
だ
後
、

先
生
の
伴
奏
で
〝
愛
宕
の
み
ど
り 

爽
や

か
～
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輝
く
港 

我
が
学
び
舎
～
〟
と

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
一
段
と
盛
り
上

が
っ
た
後
、
前
田
会
長
が
同
窓
会
旅
行
の

案
内
を
さ
れ
、
中
締
め
は
海
野
副
会
長
よ

り
今
後
の
活
動
へ
の
参
加
と
協
力
を
お
願

い
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 
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で
、
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は
全
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決
・

承
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さ
れ
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し
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。
そ
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、
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と
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来
春
の
定
期
総
会
は
、六
郷
工
科
高
校
に

て
総
会
を
行
い
、
懇
親
会
は
従
来
の
TKP
品

川
が
使
え
な
い
た
め
、初
め
て
の
試
み
で
す

が
、
屋
形
船
船
上
開
催
を
企
画
し
ま
し
た
。

ＪＲ
品
川
駅
近
く
に
集
合
し
ま
す
。 

駅
前
で
来
場
し
易
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

ク
ラ
ス
会
や
、旧
友
と
の
再
会
に
活
用
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

記 

 

日
時 
令
和
２
年
６
月
１３
日
（
土
） 

 

場
所 

総 
会 
六
郷
工
科
高
校
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

１３
時
よ
り 

  
 
 

懇
親
会 

品
川
沖
屋
形
船
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

１６
時
よ
り 

  

※
詳
細
は
来
年
４
月
、学
校
行
事
日
程
の

決
定
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

       

  

〇
事
務
局
か
ら
ご
案
内 

 

※
港
工
５０
周
年
記
念
誌
（
平
成
８
年
） 

※
港
工
閉
校
記
念
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
１６
年
） 

在
庫
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は 

事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

※
港
工
高
２０
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て
は
、

 

在
庫
が
僅
か
の
た
め
配
布
不
可
で
す
。 

内
容
等
ご
質
問
あ
れ
ば
ご
一
報
下
さ
い
。

 

 

部
分
コ
ピ
ー
の
上
送
り
ま
す
。 

（
秋
の
六
郷
祭
に
は
展
示
し
ま
す
） 

  

高
輪
一
本 

３
期
Ｅ 

森 
 

一
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種
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麻
布
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栃
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直
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麻
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勝
巳 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

坂
田 

芳
夫 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

中
山 

健
吉 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

吉
澤 

慶
一 

港(

全) 

１
期
Ｐ 

奥
宮 

盛
治 

港(

全) 

１
期
Ｐ 

中
田 

達
夫 

港(

全) 

５
期
Ａ 

古
山 

邦
雄 

港(

全) 

６
期
Ａ 

永
井 

行
二 

港(

全) 

１１
期
Ｅ２ 

井
上 

新
一
郎 

 

港(

全) 

１２
期
Ｅ１ 

笹
原 

慎
寿 

 

港(

全) 

１６
期
Ｍ 

古
谷 

寛 

 

港(

全) 

１６
期
Ａ 

秋
山 

修 

 

港(

定) 

８
期
ＭＡ 

原
木 

寛
司 

 

港(

定) 

８
期
Ｅ 

根
本 

清 

 

港(

定) 

１５
期
Ｃ 

高
瀬 

秀
男 

 

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。 

令
和
２
年
定
期
総
会
・懇
親
会 

 

懇親会（会⻑挨拶）会場⾵景 

 

懇親会（豊⼭先⽣演奏）会場⾵景 

 
 

恩 

師 

訃 

報 

 

須
田 

俊
一
（
事
務
）
全 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

訃 
 

報 
 

（
敬
称
略
） 

第
３１
回
定
期
総
会
懇
親
会 

 

                                

【
令
和
元
年 

定
期
総
会
・
懇
親
会
】

 

令
和
元
年
６
月
１５
日(

土)

に
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
品
川
「
ダ
リ
ア
の
間
」

で
第
３１
回
定
期
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

定
期
総
会
は
、
出
席
者
が
１８
名
（
内
特

別
会
員
２
名
）
で
、
議
案
は
全
て
議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
席
者
一

人
ひ
と
り
が
挨
拶
を
さ
れ
、
在
学
時
代
の

思
い
出
話
、
就
活
や
大
学
進
学
の
話
、
就

職
企
業
や
教
職
員
と
し
て
の
努
力
と
活
躍

話
、
家
族
や
健
康
の
現
況
、
さ
ら
に
港
工

同
窓
会
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
有
意
義
に

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

懇
親
会
は
、
出
席
者
が
２６
名
（
内
特
別

会
員
５
名
）
で
、
開
会
に
あ
た
っ
て
司
会

の
松
岡
理
事
か
ら
、
昨
年
ご
逝
去
さ
れ
た

故
加
藤
琢
二
先
生
の
お
嬢
様
で
あ
る
加
藤

英
子
さ
ん
の
紹
介
が
あ
り
、
参
加
者
の
驚

き
と
感
嘆
の
拍
手
で
始
ま
り
、
前
田
会
長

挨
拶
で
は
、
同
窓
会
の
存
在
は
加
藤
琢
二

先
生
の
お
か
げ
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

 

懇
親
会
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
豊
山
先
生
の

フ
ル
ー
ト
演
奏
を
聴
い
て
楽
し
ん
だ
後
、

先
生
の
伴
奏
で
〝
愛
宕
の
み
ど
り 

爽
や

か
～
に 

輝
く
港 

我
が
学
び
舎
～
〟
と

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
一
段
と
盛
り
上

が
っ
た
後
、
前
田
会
長
が
同
窓
会
旅
行
の

案
内
を
さ
れ
、
中
締
め
は
海
野
副
会
長
よ

り
今
後
の
活
動
へ
の
参
加
と
協
力
を
お
願

い
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

  

                {

会
長 

前
田 

武
男} 

   

【
恩
師
出
席
者
】 

 

←
自
動
車(

全) 

 
 
 

豊
山
州
生 

 

←
数
学(

全) 

 
 
 

両
角
亮
一 

 

←
電
子(

全) 

 
 
 

山
本
誠 

  
 
 
 
 

敬
称
略 

 

定期総会・前⽥会⻑挨拶 

 

定期総会会場 

   

    

来
春
の
定
期
総
会
は
、六
郷
工
科
高
校
に

て
総
会
を
行
い
、
懇
親
会
は
従
来
の
TKP
品

川
が
使
え
な
い
た
め
、初
め
て
の
試
み
で
す

が
、
屋
形
船
船
上
開
催
を
企
画
し
ま
し
た
。

ＪＲ
品
川
駅
近
く
に
集
合
し
ま
す
。 

駅
前
で
来
場
し
易
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

ク
ラ
ス
会
や
、旧
友
と
の
再
会
に
活
用
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

記 

 

日
時 

令
和
２
年
６
月
１３
日
（
土
） 

 

場
所 

総 

会 
六
郷
工
科
高
校
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

１３
時
よ
り 

  
 
 

懇
親
会 

品
川
沖
屋
形
船
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

１６
時
よ
り 

  

※
詳
細
は
来
年
４
月
、学
校
行
事
日
程
の

決
定
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

       

  

〇
事
務
局
か
ら
ご
案
内 

 

※
港
工
５０
周
年
記
念
誌
（
平
成
８
年
） 

※
港
工
閉
校
記
念
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
１６
年
） 

在
庫
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は 

事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

※
港
工
高
２０
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て
は
、

 

在
庫
が
僅
か
の
た
め
配
布
不
可
で
す
。 

内
容
等
ご
質
問
あ
れ
ば
ご
一
報
下
さ
い
。

 

 

部
分
コ
ピ
ー
の
上
送
り
ま
す
。 

（
秋
の
六
郷
祭
に
は
展
示
し
ま
す
） 

  

高
輪
一
本 

３
期
Ｅ 

森 
 

一
郎 

高
輪
一
本 

４
期
Ｅ 

種
本 

弘 

麻
布
一
本 

２
期
Ｅ 

栃
木 

義
郎 

麻
布
一
本 

３
期
Ｅ 

小
池 

直
久 

麻
布
一
本 

５
期
Ｍ 

大
山 

勝
巳 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

坂
田 

芳
夫 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

中
山 

健
吉 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

吉
澤 

慶
一 

港(

全) 

１
期
Ｐ 

奥
宮 

盛
治 

港(

全) 

１
期
Ｐ 

中
田 

達
夫 

港(

全) 

５
期
Ａ 

古
山 

邦
雄 

港(

全) 

６
期
Ａ 

永
井 

行
二 

港(

全) 

１１
期
Ｅ２ 

井
上 

新
一
郎 

 

港(

全) 

１２
期
Ｅ１ 

笹
原 

慎
寿 

 

港(

全) 

１６
期
Ｍ 

古
谷 

寛 

 

港(

全) 

１６
期
Ａ 

秋
山 

修 

 

港(

定) 

８
期
ＭＡ 

原
木 

寛
司 

 

港(

定) 

８
期
Ｅ 

根
本 

清 

 

港(

定) 

１５
期
Ｃ 

高
瀬 

秀
男 

 

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。 

令
和
２
年
定
期
総
会
・懇
親
会 

 

懇親会（会⻑挨拶）会場⾵景 

 

懇親会（豊⼭先⽣演奏）会場⾵景 

 
 

恩 

師 

訃 

報 

 

須
田 

俊
一
（
事
務
）
全 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

訃 
 

報 
 

（
敬
称
略
） 

第
３１
回
定
期
総
会
懇
親
会 

 

                                

【
令
和
元
年 

定
期
総
会
・
懇
親
会
】

 

令
和
元
年
６
月
１５
日(

土)

に
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
品
川
「
ダ
リ
ア
の
間
」

で
第
３１
回
定
期
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

定
期
総
会
は
、
出
席
者
が
１８
名
（
内
特

別
会
員
２
名
）
で
、
議
案
は
全
て
議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
席
者
一

人
ひ
と
り
が
挨
拶
を
さ
れ
、
在
学
時
代
の

思
い
出
話
、
就
活
や
大
学
進
学
の
話
、
就

職
企
業
や
教
職
員
と
し
て
の
努
力
と
活
躍

話
、
家
族
や
健
康
の
現
況
、
さ
ら
に
港
工

同
窓
会
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
有
意
義
に

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

懇
親
会
は
、
出
席
者
が
２６
名
（
内
特
別

会
員
５
名
）
で
、
開
会
に
あ
た
っ
て
司
会

の
松
岡
理
事
か
ら
、
昨
年
ご
逝
去
さ
れ
た

故
加
藤
琢
二
先
生
の
お
嬢
様
で
あ
る
加
藤

英
子
さ
ん
の
紹
介
が
あ
り
、
参
加
者
の
驚

き
と
感
嘆
の
拍
手
で
始
ま
り
、
前
田
会
長

挨
拶
で
は
、
同
窓
会
の
存
在
は
加
藤
琢
二

先
生
の
お
か
げ
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

 

懇
親
会
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
豊
山
先
生
の

フ
ル
ー
ト
演
奏
を
聴
い
て
楽
し
ん
だ
後
、

先
生
の
伴
奏
で
〝
愛
宕
の
み
ど
り 

爽
や

か
～
に 

輝
く
港 

我
が
学
び
舎
～
〟
と

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
一
段
と
盛
り
上

が
っ
た
後
、
前
田
会
長
が
同
窓
会
旅
行
の

案
内
を
さ
れ
、
中
締
め
は
海
野
副
会
長
よ

り
今
後
の
活
動
へ
の
参
加
と
協
力
を
お
願

い
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

  

                {

会
長 

前
田 

武
男} 

   

【
恩
師
出
席
者
】 

 

←
自
動
車(

全) 

 
 
 

豊
山
州
生 

 

←
数
学(

全) 

 
 
 

両
角
亮
一 

 

←
電
子(

全) 

 
 
 

山
本
誠 

  
 
 
 
 

敬
称
略 

 

定期総会・前⽥会⻑挨拶 

 

定期総会会場 
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 5 

高
輪(

一
本)

５
期
Ｅ 

 

西
本 

保 

母
校
に
思
い
出
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

流
石
に
卒
業
し
て
７０
年
（
昭
和
２２
年
卒
）

た
ち
、
年
齢
も
８９
才
と
な
り
友
人
も
殆
ど

亡
く
な
り
ま
し
た
。
母
校
の
面
影
の
残
る

港
工
同
窓
会
し
っ
か
り
維
持
し
て
下
さ
い
。

 

 

港(

全)

２
期
Ｍ 

 
 

 

田
村 

恵
一 

小
生
は
８８
才
に
な
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
私
の
人
生
は
港
工
時
代
が
全

て
の
始
ま
り
と
判
り
ま
す
。
当
時
は
本
校

が
生
活
の
場
で
、
昼
間
は
輪
工
・
港
工
、

卒
業
後
は
大
学
生
、夜
間
は
職
員
室
給
仕
、

理
科
室
の
実
験
担
当
の
職
員
し
か
も
後
半

は
用
務
員
室
に
住
み
込
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
無
理
が
た
た
り
、
当
時
は

人
生
の
大
休
止
を
意
味
す
る
肺
病
に
か
か

り
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
幸
い
治
療
法
が
進
歩
し
て
、

生
き
伸
び
る
事
が
出
来
、
学
業
も
了
え
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
は
ま
ず
ま
ず
順
調

に
進
み
、
一
昨
年
、
隠
居
生
活
に
入
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
つ
ま
ら
ぬ
事
を
く
ど

く
ど
と
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
港
工
と
聞

く
と
、
私
の
人
生
の
始
ま
り
の
場
と
し
て

正
に
胸
に
迫
り
ま
す
。 

   

麻
布(

一
本)

２
期
Ｅ 

 

栃
木 

義
郎 

父
、
栃
木
義
郎
は
、
昨
年
１２
月
老
衰
の
た

め
９５
才
で
永
眠
致
し
ま
し
た
。
戦
争
も
あ

り
、
家
業
を
継
い
だ
為
、
浮
世
絵
の
摺
師

と
い
う
職
人
を
生
涯
全
う
し
ま
し
た
が
、

麻
布
（
港
工
）
出
身
と
い
う
誇
り
は
常
に

持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
会
報
も
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

盛
会
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。（
長
女
） 

 

港(

全)

３
期
Ｍ 

田
中 

一
實 

８６
歳
に
な
っ
て
、
車
椅
子
の
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
従
っ
て
令
和
元
年
度
の
行
事
に

は
欠
席
致
し
ま
す
。 

 

港(

全)

３
期
Ａ 

新
井 

博 

体
力
低
下
の
た
め
欠
席
し
ま
す
。
皆
様
に

よ
ろ
し
く
お
つ
た
へ
下
さ
い
。 

 

港(

全)

３
期
Ａ 

岡
本 

英
雄 

加
齢
に
な
り
外
出
が
お
っ
く
う
に
な
り
ま

し
た
。
旧
友
の
名
が
掲
載
さ
れ
る
と
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。皆
様
お
元
気
で
。

 

 

港(

全)

３
期
Ａ 

波
多
野 

稔 

同
窓
会
幹
事
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。 

〝
ニ
ュ
ー
ス
〟
も
隅
々
ま
で
懐
か
し
く
楽

し
く
読
ん
で
い
ま
す
が
い
ず
れ
に
し
て
も

人
生
下
り
坂
、
心
身
と
も
に
衰
え
つ
つ
も

あ
ま
り
無
理
せ
ず
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 

  

港(

全)

３
期
Ａ 

小
倉 

昇 

急
力
の
低
下
に
よ
り
外
出
出
来
な
い
為
に

欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

港(

全)

３
期
Ａ 

三
宅 

晃 

港
を
了
え
て
７０
年
、
当
時
の
級
友
や
先
生

方
も
次
第
に
・
・
・
と
寂
し
く
な
り
ま
す
。

終
戦
直
後
の
厳
し
い
状
況
の
も
と
、
楽
し

く
過
ご
し
た
高
校
時
代
が
想
い
出
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
の
御
発
展
を
祈

り
ま
す
。 

 

港(

全)

４
期
Ｍ 

秋
山 

敏
朗 

私
も
今
年
で
８５
才
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
腰
痛
で
杖
つ
き
歩
行
の
状
態
で
す
。

仲
々
出
歩
く
の
が
大
変
な
の
で
申
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

港
工
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

港(

全)

４
期
Ｃ 

阿
部 

武 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
に
知
り
合
い
が
い
な
く

な
り
残
念
で
す
。
た
だ
一
人
教
師
と
し
て

残
っ
た
〝
中
井
泰
也
〟
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
今
月
手
記
も
不
調
を
う
っ
た
え
残
念

で
す
。 

 

港(

全)

４
期
Ｃ 

宮
沢 

留
司 

何
時
も
幹
事
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。
足
の

調
子
が
悪
く
、
外
出
が
苦
手
に
な
り
、
今

回
も
欠
席
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。 

  

港(
全)
５
期
Ｅ 

丸
山 

日
出
夫 

幹
事
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

港(

全)

５
期
Ｅ2 

畑
野 
純
夫 

ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

は
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
外
出
は
ゼ
ロ
で

し
た
。
今
回
は
皆
様
に
お
逢
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

６
期
Ｅ 

佐
々
木 

修
一 

私
は
、
１０
月
２０
～
２１
日
の
旅
行
に
も
参

加
し
ま
す
。
い
つ
も
ご
案
内
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

港(

全)

６
期
Ｃ 

木
村 

祐
治 

同
窓
会
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 

港(

全)

７
期
Ｍ 

湯
浅 

重
幸 

特
記
事
項
な
し
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

 

港(

全)

８
期
Ｍ 

村
井 

正
仁 

同
窓
会
役
員
の
皆
様
、ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

会
報
を
見
る
と
、
な
つ
か
し
い
昔
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

要
望
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
の
経
済

事
情
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
報
の
文

字
が
も
う
少
し
大
き
い
と
、
眼
力
の
お
ち

た
私
に
は
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
勝
手

を
言
っ
て
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

正 

会 

員 

 4 

    

旧
（

 

第
10
代
校
長
）

 
 

村
上 

五
雄 

五
月
よ
り
年
号
が
「
令
和
」
に
変
わ
る
こ

と
で
、
何
か
新
し
い
世
の
中
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
小
生
な
ど
は
超
高
齢

で
無
理
な
こ
と
で
す
が
、
同
窓
会
の
皆
様

方
に
は
輝
や
か
し
い
時
代
を
お
迎
え
に
な

り
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
も
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

 
 

◇  
 
 

◇ 
 
 

◇ 
   

 
 

   

港(

全)

８
期
Ｅ2 

岡
村 

政
一 

毎
年
６
月
の
日
曜
日
に
ク
ラ
ス
会
を
「
新

橋
亭(

し
ん
き
ょ
う
て
い)

」
で
開
催
し
、

１０
名
前
後
が
出
席
し
ま
す
。
傘
寿(

８０

才)

を
２
年
も
過
ぎ
、い
つ
ま
で
続
け
ら
れ

る
か
・
・
・
・
・
。
今
年
は
運
転
免
許
証

の
返
納
者
が
大
勢
出
て
い
ま
し
た
。 

  

港(

全)

８
期
Ｅ2 

田
畑 

隆
春 

幹
事
さ
ん
の
努
力
で
、
ク
ラ
ス
会
が
続
行

し
て
い
ま
す
。
元
気
な
姿
を
期
待
し
て
出

席
し
て
お
り
ま
す
・
・
・
。
全
員
が
８０
才

を
越
し
ま
し
た
。 

 

港(

全)

８
期
Ｃ 

沢
登 

広
三 

元
気
で
い
ま
す
。
１０
月
に
同
級
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
１３
～
１５
名
程
集
ま
り
ま
す
。

 

６
／
１５
は
シ
ニ
ア
会
役
員
会
と
重
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
欠
席
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

港(
全)
１４
期
Ｅ2 

大
海 

隆 

同
級
生
の
中
で
同
窓
会
費
を
納
め
て
い
る

の
は
、
何
故
か
私
だ
け
と
い
う
。
〝
母
校
へ

の
想
い
が
薄
い
〟
の
か
、と
云
え
ば
そ
う
で

は
な
い
。
今
年
１１
月
に
ク
ラ
ス
会
開
催
の

案
内
が
あ
り
、
３
年
ぶ
り
？
で
２０
名
く
ら

い
の
顔
ぶ
れ
が
集
ま
る
と
思
わ
れ
る
。私
も

参
加
す
る
こ
と
に
し
て
同
窓
会
々
費
を
払

わ
な
い
理
由
を
聞
い
て
み
よ
う
と
思
う
が
、

「
判
り
切
っ
た
こ
と
を
聞
く
な
！
」と
云
わ

れ
そ
う
。
で
も
、
私
に
は
判
り
ま
せ
ん
。
要

す
る
に
我
が
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
ケ
チ
な
の

で
し
ょ
う
。「
自
分
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な

い
こ
と
に
は
お
金
を
使
わ
な
い
」と
い
う
の

が
、
校
風
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

幹
事
の
皆
様
、
理
事
の
皆
様
、
お
世
話
に

な
り
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

港(

全)

１１
期
Ｅ 

伊
東 

重
幸 

今
年
５
月
１７
日(

金)

、
２
年
ぶ
り
に
ク
ラ

ス
会
が
あ
り
参
加
、
時
間
が
あ
っ
た
の
で

会
場
近
く
の
銀
座
４
、
５
、
６
丁
目
を
歩

い
て
み
た
。
以
前
の
活
気
が
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。
会
の
参
加
者
は
、
１１
名
で
、
た

の
し
い
時
間
を
す
ご
し
た
。 

 

港(

全)

１１
期
Ｅ 

篠
崎 

正
彦 

今
年
の
５
月
に
ク
ラ
ス
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
１１
名
が
出
席
。
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
行

き
ま
す
。 

 

港(

全)

１１
期
Ｅ2 

柏
木 

邦
宏 

我
々
の
組
は
、
１
年
か
ら
３
年
迄
の
担
任

が
三
留
先
生(

国
語)

で
し
た
の
で
、
卒
業

後
ク
ラ
ス
会
名
を
「
三
留
会
」
と
名
付
け

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
迄
は

２
年
に
一
回
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、 

二
〇
一
〇
年
か
ら
は
毎
年
開
催
し
、
６
月

第
１
木
曜
日
～
金
曜
日
に
旅
行
に
出
か
け

て
い
ま
す
。
初
め
は
２２
名
の
参
加
者
で
し

た
が
、
転
勤
や
移
動
等
で
段
々
と
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
二
〇
一
二
年
に
は
タ

イ
・
チ
ェ
ン
ラ
イ
の
「
池
八
リ
ゾ
ー
ト
」

へ
行
き
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
か
ら
は
毎

年
熱
海
に
て
集
ま
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

旅
館
も
同
じ
所
で
、
宿
の
ス
タ
ッ
フ
と
も

仲
良
く
な
り
、
今
年
で
５
回
目
の
熱
海
で

す
。
ち
な
み
に
宿
は
「
秀
花
園 

湯
の
華

膳
」
で
す
。
今
年
も
１３
日
～
１４
日
に
行

き
ま
す
。
１０
名
参
加
予
定
で
す
。 

 

港(

全)

１２
期
Ｅ2 

堤 

和
男 

５
月
１５
日
に
ク
ラ
ス
会
を
行
い
、
１３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

港(

定)

１４
期
㎆ 

加
藤 

欣
悟 

幹
事
さ
ん
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ス
会
を
５
月
１７
日
～
１８
日
に

塩
原
温
泉
に
て
お
こ
な
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
８
名
と
寂
し
か
っ
た
で
す
。 

 

港(

定)

２３
期
Ｅ 

志
村 

政
彦 

い
つ
も
ご
案
内
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
現
在
６７
才
、
ま
だ
現
役
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
ゴ
ル
フ
の
た
め

出
席
で
き
ま
せ
ん
が
、
次
回
は
出
席
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
６
／
９(

日)

に
仲
間
と

４９
年
ぶ
り
に
ク
ラ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
時
を
振
り
返
り
、
懐
か
し
く
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

      

※
編
集
部
よ
り
お
詫
び 

 

今
春
の
返
信
は
が
き
で
会
員
の
卒
業
年

次
を
一
部
誤
記
入
し
、
多
数
の
ご
指
摘
を

受
け
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
で
の
は
が
き
印

字
ソ
フ
ト
の
運
用
ミ
ス
に
つ
き
、
基
本
デ

ー
タ
に
は
影
響
な
い
事
を
お
知
ら
せ
し
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

返
信
ハ
ガ
キ
か
ら
の
近
況
・想
い
出
（令
和
元
年
度) 

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り 

特
別
会
員
（

 
春
号
追
加
分
）
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高
輪(

一
本)
５
期
Ｅ 

 

西
本 

保 

母
校
に
思
い
出
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

流
石
に
卒
業
し
て
７０
年
（
昭
和
２２
年
卒
）

た
ち
、
年
齢
も
８９
才
と
な
り
友
人
も
殆
ど

亡
く
な
り
ま
し
た
。
母
校
の
面
影
の
残
る

港
工
同
窓
会
し
っ
か
り
維
持
し
て
下
さ
い
。

 

 

港(

全)

２
期
Ｍ 

 
 

 

田
村 

恵
一 

小
生
は
８８
才
に
な
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
私
の
人
生
は
港
工
時
代
が
全

て
の
始
ま
り
と
判
り
ま
す
。
当
時
は
本
校

が
生
活
の
場
で
、
昼
間
は
輪
工
・
港
工
、

卒
業
後
は
大
学
生
、夜
間
は
職
員
室
給
仕
、

理
科
室
の
実
験
担
当
の
職
員
し
か
も
後
半

は
用
務
員
室
に
住
み
込
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
無
理
が
た
た
り
、
当
時
は

人
生
の
大
休
止
を
意
味
す
る
肺
病
に
か
か

り
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
幸
い
治
療
法
が
進
歩
し
て
、

生
き
伸
び
る
事
が
出
来
、
学
業
も
了
え
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
は
ま
ず
ま
ず
順
調

に
進
み
、
一
昨
年
、
隠
居
生
活
に
入
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
つ
ま
ら
ぬ
事
を
く
ど

く
ど
と
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
港
工
と
聞

く
と
、
私
の
人
生
の
始
ま
り
の
場
と
し
て

正
に
胸
に
迫
り
ま
す
。 

   

麻
布(

一
本)

２
期
Ｅ 

 

栃
木 

義
郎 

父
、
栃
木
義
郎
は
、
昨
年
１２
月
老
衰
の
た

め
９５
才
で
永
眠
致
し
ま
し
た
。
戦
争
も
あ

り
、
家
業
を
継
い
だ
為
、
浮
世
絵
の
摺
師

と
い
う
職
人
を
生
涯
全
う
し
ま
し
た
が
、

麻
布
（
港
工
）
出
身
と
い
う
誇
り
は
常
に

持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
会
報
も
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

盛
会
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。（
長
女
） 

 

港(

全)

３
期
Ｍ 

田
中 

一
實 

８６
歳
に
な
っ
て
、
車
椅
子
の
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
従
っ
て
令
和
元
年
度
の
行
事
に

は
欠
席
致
し
ま
す
。 

 

港(

全)
３
期
Ａ 

新
井 

博 

体
力
低
下
の
た
め
欠
席
し
ま
す
。
皆
様
に

よ
ろ
し
く
お
つ
た
へ
下
さ
い
。 

 

港(

全)

３
期
Ａ 

岡
本 
英
雄 

加
齢
に
な
り
外
出
が
お
っ
く
う
に
な
り
ま

し
た
。
旧
友
の
名
が
掲
載
さ
れ
る
と
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。皆
様
お
元
気
で
。

 

 

港(

全)

３
期
Ａ 

波
多
野 

稔 

同
窓
会
幹
事
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。 

〝
ニ
ュ
ー
ス
〟
も
隅
々
ま
で
懐
か
し
く
楽

し
く
読
ん
で
い
ま
す
が
い
ず
れ
に
し
て
も

人
生
下
り
坂
、
心
身
と
も
に
衰
え
つ
つ
も

あ
ま
り
無
理
せ
ず
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 

  

港(

全)

３
期
Ａ 

小
倉 

昇 

急
力
の
低
下
に
よ
り
外
出
出
来
な
い
為
に

欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

港(

全)

３
期
Ａ 

三
宅 

晃 

港
を
了
え
て
７０
年
、
当
時
の
級
友
や
先
生

方
も
次
第
に
・
・
・
と
寂
し
く
な
り
ま
す
。

終
戦
直
後
の
厳
し
い
状
況
の
も
と
、
楽
し

く
過
ご
し
た
高
校
時
代
が
想
い
出
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
の
御
発
展
を
祈

り
ま
す
。 

 

港(

全)

４
期
Ｍ 

秋
山 

敏
朗 

私
も
今
年
で
８５
才
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
腰
痛
で
杖
つ
き
歩
行
の
状
態
で
す
。

仲
々
出
歩
く
の
が
大
変
な
の
で
申
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

港
工
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

港(

全)

４
期
Ｃ 

阿
部 

武 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
に
知
り
合
い
が
い
な
く

な
り
残
念
で
す
。
た
だ
一
人
教
師
と
し
て

残
っ
た
〝
中
井
泰
也
〟
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
今
月
手
記
も
不
調
を
う
っ
た
え
残
念

で
す
。 

 
港(
全)

４
期
Ｃ 

宮
沢 

留
司 

何
時
も
幹
事
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。
足
の

調
子
が
悪
く
、
外
出
が
苦
手
に
な
り
、
今

回
も
欠
席
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。 

  

港(

全)

５
期
Ｅ 

丸
山 

日
出
夫 

幹
事
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

港(

全)

５
期
Ｅ2 

畑
野 

純
夫 

ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

は
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
外
出
は
ゼ
ロ
で

し
た
。
今
回
は
皆
様
に
お
逢
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

６
期
Ｅ 

佐
々
木 

修
一 

私
は
、
１０
月
２０
～
２１
日
の
旅
行
に
も
参

加
し
ま
す
。
い
つ
も
ご
案
内
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

港(

全)

６
期
Ｃ 

木
村 

祐
治 

同
窓
会
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 

港(

全)

７
期
Ｍ 

湯
浅 

重
幸 

特
記
事
項
な
し
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

 

港(

全)

８
期
Ｍ 

村
井 

正
仁 

同
窓
会
役
員
の
皆
様
、ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

会
報
を
見
る
と
、
な
つ
か
し
い
昔
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

要
望
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
の
経
済

事
情
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
報
の
文

字
が
も
う
少
し
大
き
い
と
、
眼
力
の
お
ち

た
私
に
は
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
勝
手

を
言
っ
て
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

正 

会 

員 

 4 

    

旧
（

 

第
10
代
校
長
）

 
 

村
上 

五
雄 

五
月
よ
り
年
号
が
「
令
和
」
に
変
わ
る
こ

と
で
、
何
か
新
し
い
世
の
中
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
小
生
な
ど
は
超
高
齢

で
無
理
な
こ
と
で
す
が
、
同
窓
会
の
皆
様

方
に
は
輝
や
か
し
い
時
代
を
お
迎
え
に
な

り
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
も
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

 
 

◇  
 
 

◇ 
 
 

◇ 
   

 
 

   

港(

全)

８
期
Ｅ2 

岡
村 

政
一 

毎
年
６
月
の
日
曜
日
に
ク
ラ
ス
会
を
「
新

橋
亭(

し
ん
き
ょ
う
て
い)

」
で
開
催
し
、

１０
名
前
後
が
出
席
し
ま
す
。
傘
寿(

８０

才)

を
２
年
も
過
ぎ
、い
つ
ま
で
続
け
ら
れ

る
か
・
・
・
・
・
。
今
年
は
運
転
免
許
証

の
返
納
者
が
大
勢
出
て
い
ま
し
た
。 

  

港(

全)

８
期
Ｅ2 

田
畑 

隆
春 

幹
事
さ
ん
の
努
力
で
、
ク
ラ
ス
会
が
続
行

し
て
い
ま
す
。
元
気
な
姿
を
期
待
し
て
出

席
し
て
お
り
ま
す
・
・
・
。
全
員
が
８０
才

を
越
し
ま
し
た
。 

 

港(

全)

８
期
Ｃ 

沢
登 

広
三 

元
気
で
い
ま
す
。
１０
月
に
同
級
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
１３
～
１５
名
程
集
ま
り
ま
す
。

 

６
／
１５
は
シ
ニ
ア
会
役
員
会
と
重
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
欠
席
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ｅ2 

大
海 

隆 

同
級
生
の
中
で
同
窓
会
費
を
納
め
て
い
る

の
は
、
何
故
か
私
だ
け
と
い
う
。
〝
母
校
へ

の
想
い
が
薄
い
〟
の
か
、と
云
え
ば
そ
う
で

は
な
い
。
今
年
１１
月
に
ク
ラ
ス
会
開
催
の

案
内
が
あ
り
、
３
年
ぶ
り
？
で
２０
名
く
ら

い
の
顔
ぶ
れ
が
集
ま
る
と
思
わ
れ
る
。私
も

参
加
す
る
こ
と
に
し
て
同
窓
会
々
費
を
払

わ
な
い
理
由
を
聞
い
て
み
よ
う
と
思
う
が
、

「
判
り
切
っ
た
こ
と
を
聞
く
な
！
」と
云
わ

れ
そ
う
。
で
も
、
私
に
は
判
り
ま
せ
ん
。
要

す
る
に
我
が
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
ケ
チ
な
の

で
し
ょ
う
。「
自
分
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な

い
こ
と
に
は
お
金
を
使
わ
な
い
」と
い
う
の

が
、
校
風
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

幹
事
の
皆
様
、
理
事
の
皆
様
、
お
世
話
に

な
り
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

港(

全)

１１
期
Ｅ 

伊
東 

重
幸 

今
年
５
月
１７
日(

金)

、
２
年
ぶ
り
に
ク
ラ

ス
会
が
あ
り
参
加
、
時
間
が
あ
っ
た
の
で

会
場
近
く
の
銀
座
４
、
５
、
６
丁
目
を
歩

い
て
み
た
。
以
前
の
活
気
が
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。
会
の
参
加
者
は
、
１１
名
で
、
た

の
し
い
時
間
を
す
ご
し
た
。 

 

港(

全)

１１
期
Ｅ 

篠
崎 

正
彦 

今
年
の
５
月
に
ク
ラ
ス
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
１１
名
が
出
席
。
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
行

き
ま
す
。 

 

港(

全)

１１
期
Ｅ2 

柏
木 

邦
宏 

我
々
の
組
は
、
１
年
か
ら
３
年
迄
の
担
任

が
三
留
先
生(

国
語)

で
し
た
の
で
、
卒
業

後
ク
ラ
ス
会
名
を
「
三
留
会
」
と
名
付
け

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
迄
は

２
年
に
一
回
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、 

二
〇
一
〇
年
か
ら
は
毎
年
開
催
し
、
６
月

第
１
木
曜
日
～
金
曜
日
に
旅
行
に
出
か
け

て
い
ま
す
。
初
め
は
２２
名
の
参
加
者
で
し

た
が
、
転
勤
や
移
動
等
で
段
々
と
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
二
〇
一
二
年
に
は
タ

イ
・
チ
ェ
ン
ラ
イ
の
「
池
八
リ
ゾ
ー
ト
」

へ
行
き
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
か
ら
は
毎

年
熱
海
に
て
集
ま
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

旅
館
も
同
じ
所
で
、
宿
の
ス
タ
ッ
フ
と
も

仲
良
く
な
り
、
今
年
で
５
回
目
の
熱
海
で

す
。
ち
な
み
に
宿
は
「
秀
花
園 

湯
の
華

膳
」
で
す
。
今
年
も
１３
日
～
１４
日
に
行

き
ま
す
。
１０
名
参
加
予
定
で
す
。 

 

港(

全)

１２
期
Ｅ2 

堤 

和
男 

５
月
１５
日
に
ク
ラ
ス
会
を
行
い
、
１３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

港(

定)

１４
期
㎆ 

加
藤 

欣
悟 

幹
事
さ
ん
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ス
会
を
５
月
１７
日
～
１８
日
に

塩
原
温
泉
に
て
お
こ
な
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
８
名
と
寂
し
か
っ
た
で
す
。 

 

港(

定)

２３
期
Ｅ 

志
村 

政
彦 

い
つ
も
ご
案
内
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
現
在
６７
才
、
ま
だ
現
役
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
ゴ
ル
フ
の
た
め

出
席
で
き
ま
せ
ん
が
、
次
回
は
出
席
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
６
／
９(

日)

に
仲
間
と

４９
年
ぶ
り
に
ク
ラ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
時
を
振
り
返
り
、
懐
か
し
く
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

      

※
編
集
部
よ
り
お
詫
び 

 

今
春
の
返
信
は
が
き
で
会
員
の
卒
業
年

次
を
一
部
誤
記
入
し
、
多
数
の
ご
指
摘
を

受
け
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
で
の
は
が
き
印

字
ソ
フ
ト
の
運
用
ミ
ス
に
つ
き
、
基
本
デ

ー
タ
に
は
影
響
な
い
事
を
お
知
ら
せ
し
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 
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港(

全)

１６
期
Ｅ2 

磯
貝 

秀
明 

長
野
の
中
山
間
地
へ
引
込
み
ま
し
て
、
転

送
に
日
時
が
掛
り
、
間
に
合
わ
ず
相
済
み

ま
せ
ん
。
御
世
話
様
に
成
り
ま
し
て
有
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ2 

上
村 

博 

茨
城
の
田
舎
で
百
姓
、
ゴ
ル
フ
、
登
山
と

元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ2 

金
子 

郷
男 

今
年
は
予
定
が
変
更
出
来
ず
、
参
席
不
可

と
な
り
ま
す
。
盛
会
を
祈
念
し
ま
す
。 

 

港(

全)

１７
期
Ｍ 

岡
田 

浩 

お
知
ら
せ
を
頂
い
た
の
が
６
月
１４

日

は
？
で
は
都
合
も
つ
き
ま
せ
ん
。
毎
年
こ

の
ご
ろ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
残
念
で
す
。

宜
し
く
ど
う
ぞ
！！ 

 

港(

全)

１８
期
Ａ 

鶴
田 

瑞
雄 

幹
事
の
皆
様
、
大
変
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

港(

全)

１８
期
Ｃ 

阿
部 

勝
治 

都
合
が
悪
く
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
！ 

 

港(

全)

１８
期
Ｃ 

中
村 

良
昭 

体
型
は
随
分
変
化
し
ま
し
た
が
、
元
気
で

現
役
で
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

 

港(

全)

１８
期
Ｅ 

白
井 

正
治 

２
年
生
に
な
っ
た
と
き
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
ク
ラ
ブ
活
動
を
始
め
る
事
に
な
っ
た
。

昔
使
わ
れ
て
い
た
古
い
本
棚
を
整
理
し
て

い
た
ら
、
も
う
何
年
も
前
の
先
輩
達
が
活

動
し
て
い
た
文
学
部
の
会
誌「
ま
ば
た
き
」

が
出
て
来
た
。
皆
で
読
ん
だ
後
、
こ
れ
を

復
刊
し
よ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た
。
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
６
名
が
集
ま
っ
て
文
学
ク
ラ
ブ

を
作
り
、
新
た
に
「
ま
ば
た
き
」
を
復
活

さ
せ
た
。
い
ま
、
私
の
手
も
と
に
そ
の
「
ま

ば
た
き
」
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
開
く

と
き
、
昔
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
顔
を
思
い

出
せ
る
。
今
、
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
も
う
５３
年
前
の
事
で
あ
る
。 

 

港(

全)

１９
期
Ｅ 

熱
田 

冬
樹 

こ
の
葉
書
が
届
い
た
の
が
６
/

１５
の
直

前
で
有
っ
た
の
で
出
席
を
調
整
す
る
時
間

が
無
く
欠
席
と
な
り
ま
し
た
。
定
期
総
会

は
１
年
に
１
回
で
、
毎
年
６
月
に
実
施
す

る
の
で
す
か
？ 

同
じ
Ｅ1
ク
ラ
ス
の
加

藤
君
が
六
郷
祭
に
参
加
し
、
誘
わ
れ
た
の

で
行
き
ま
し
た
。
加
藤
君
が
同
窓
会
に
積

極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
私
も
で
き
る
だ

け
参
加
し
た
く
思
い
ま
す
。 

  

港(

全)

１９
期
Ｅ 

加
藤 

誠 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
と
し
て
、
令
和
の
時

代
も
港
工
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

   

 

港(

全)

２０
期
Ｅ 

小
川 

隆
幸 

6

/

１５
は
都
合
が
つ
か
ず
、
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
欠
席
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

今
秋
１０
月
に
港
２０

Ｅ1
の
ク
ラ
ス
会
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
〝
古
希
同
級
会
〟

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
加
藤
琢
二
先
生
が

お
ら
れ
な
い
の
が
淋
し
い
で
す
が
・
・
・
、 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
『
加
藤
誠
氏
１９

Ｅ1
』
っ
て
バ
ス
ケ
部
先
輩
の
加
藤
さ
ん
で

す
よ
ネ
？ 

と
て
も
懐
か
し
い
で
す
！！ 

 

港(

全)

２０
期
Ｅ 

占
野 

明 

事
務
局
の
皆
様
、
ご
苦
労
様
で
す
。
同
窓

会
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 

港(

全)

２０
期
Ｅ 

畑
野 

保
雄 

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

港(

全)

２０
期
Ｅ 

矢
嶋 

安
雄 

お
世
話
さ
ま
で
す
。
こ
の
ハ
ガ
キ
と
同
窓

会
ニ
ュ
ー
ス
が
配
達
さ
れ
た
の
が
６
/

１４(

金)

総
会
の
前
日
で
し
た
。
何
か
の
マ

チ
ガ
イ
が
あ
っ
た
の
か
、
対
応
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

港(

全)

２０
期
Ｃ 

有
泉 

重
正 

土
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
昼
食
、
夕
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
残

念
で
す
が
欠
席
デ
ス
。 

 

港(

全)

２４
期
Ｃ 

武
江 

弘
治 

返
信
ま
で
に
余
裕
を
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。 

港(
全)
２３
期
Ｅ 

大
槻 

宏
一 

会
社
の
ＯＢ
会
と
ブ
ッ
キ
ン
グ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

港(

全)

２３
期
Ｅ 

片
柳 
行
雄 

当
日
、
予
定
が
あ
り
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

出
来
れ
ば
５
月
中
に
連
絡
を
下
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

港(

全)

２６
期
Ａ 

小
坂 

洋
二 

本
年
で
６４
歳
と
な
り
延
長
雇
用
も
残
す

と
こ
ろ
１
年
と
な
っ
た
。
さ
て
、
こ
の
後

ど
の
よ
う
に
日
々
を
送
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
晴
耕
雨
読
と
は
程
遠

い
事
に
な
り
そ
う
だ
が
も
う
し
ば
ら
く
元

気
に
過
ご
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

 

 

港(

全)

２９
期
Ｅ 

小
野
里 

栄
治 

平
成
３１
年
３
月
末
日
で
定
年
退
職
と
な

り
、
４２
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
別

れ
を
つ
げ
ま
し
た
。 

 

港(

全)

３０
期
Ｍ 

河
崎 

勝
芳 

毎
回
会
費
を
納
め
て
い
ま
す
が
総
会
の
出

欠
連
絡
が
遅
い
で
す
ね
。
一
度
出
席
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
い
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。 

    

 6 

港(

全)

８
期
Ｅ2 

中
尾 

力 
総
会
・
懇
親
会
の
ご
盛
会
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｃ 
堂
地 

利
之 

賛
助
金
は
い
つ
も
通
り
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

に
振
り
込
み
ま
し
た
。前
に
も
記
し
た
が
、

鎌
倉
・
東
京
の
名
所
を
散
歩
し
て
最
後
に

浜
松
町
か
ら
芝
公
園
、
愛
宕
山
と
廻
り
、

３０
年
ぶ
り
に
あ
の
石
段
を
昇
っ
て
来
ま

し
た
。
青
春
の
思
い
出
を
一
時
味
わ
っ
て

な
つ
か
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

港(

全)

９
期
Ｃ 

上
倉 

健
二 

同
窓
会
運
営
に
ご
尽
力
下
さ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１０
期
Ｅ2 

佐
藤 

亘
克 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ず
は
お
世

話
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
で
あ
り

ま
す
・
・
・
。
私
も
と
う
と
う
今
年
満
八

十
才
と
な
り
ま
し
た
。
正
直
、
自
分
が
そ

ん
な
歳
ま
で
永
生
き
す
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
未
だ
、
第
１９
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ど
自
慢
全
国
コ
ン
ク
ー
ル「
歌
曲
の
部
」

東
京
地
方
大
会
優
勝
を
支
え
に
、
仲
間
と

「
老
人
施
設
」
を
訪
問
し
「
歌
」
で
慰
問

し
て
ま
す
・
・
・
ど
っ
ち
が
・
・
・
？ 

 
 
 

港
工
高
卒
を
い
つ
も
誇
り
に
し
て
ま
す
。

大
先
輩 

前
田
会
長
！ 

暮
々
も
お
身
体
、

お
い
と
い
下
さ
い
!!! 

 

港(

全)

９
期
Ｅ 

飛
田 

徹
二 

８０
才
を
過
ぎ
遠
出
は
シ
ン
ド
ク
な
り
ま

し
た
。
ご
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 

港(

全)

１０
期
Ｅ2 

西
村 

幸
久 

チ
ョ
ッ
ト
案
内
の
送
付
が
遅
す
ぎ
ま
す
。

港
工
同
窓
会
の
Ｅ
Ｎ
Ｄ
に
向
け
て
、
真
剣

に
考
え
て
は
ど
う
で
す
か
？ 

 

港(

全)

１１
期
Ｅ 

栗
山 

高 

盛
会
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

港(

全)

１１
期
Ｃ 

今
村 

將 
元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(
全)
１２
期
Ｅ 

境
野 

光
雄 

当
日
、
小
学
校
ク
ラ
ス
会
と
重
な
り
、
残

念
な
が
ら
欠
席
と
し
ま
す
。 

 

港(

全)

１３
期
Ｃ 

小
林 
勝
利 

会
長
始
め
幹
事
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
１３
期
電
気
通
信
出
身
の
仲
間
４

人
は
、
以
前
に
も
ご
報
告
し
た
よ
う
に
相

変
わ
ら
ず
２
か
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
新

宿
に
集
ま
り
、昼
食
後
雀
荘
に
席
を
移
し
、

夜
ま
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
お
り
ま
す
。
何
十

年
も
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
２
年
前
一
人

が
心
臓
発
作
で
救
急
車
で
運
ば
れ
て
以
来
、

禁
煙
の
雀
荘
に
場
所
を
代
え
、
以
来
、
再

び
従
前
の
よ
う
に
何
事
も
な
く
、
麻
雀
に

打
ち
込
ん
で
お
り
ま
す
。
い
つ
か
ま
た
皆

様
に
お
会
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

 

港(

全)

１３
期
Ｅ2 

宇
南
山 

光
夫 

通
学
時
に
東
京
タ
ワ
ー
が
徐
徐
に
組
み
上

が
っ
て
ゆ
く
姿
を
見
て
感
心
し
た
も
の
で

す
。
日
比
谷
通
り
に
は
都
電
が
走
っ
て
い

ま
し
た
。
下
校
時
に
は
烏
森
通
り
を
新
橋

駅
に
向
か
っ
て
ゆ
く
と
焼
鳥
の
ニ
オ
イ
が

し
て
い
ま
し
た
。
新
橋
駅
前
に
は
ス
テ
ー

ジ
が
あ
っ
て
時
々
誰
か
が
演
説
し
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１３
期
Ｅ2 

中
西 

理
幸 

あ
い
に
く
予
定
が
入
り
ま
し
た
。
次
回
は

ぜ
ひ
出
席
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ａ 

鈴
木 

雅
司 

御
役
員
の
方
々
、
皆
様
へ
、
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ｅ 

横
山 

輝 

閉
校
記
念
誌
の
記
事
で
恩
師
・
高
橋
光
春

先
生
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
顧
問
と
し
て
の

思
い
出
を
読
み
ま
し
た
。
当
時
は
あ
ま
り

関
心
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
善
光
寺
で

夏
合
宿
を
続
け
て
い
た
と
い
う
の
を
は
じ

め
て
知
り
ま
し
た
。 

 
港(
全)
１４
期
Ｃ 

杉
本 

富
夫 

お
か
げ
様
に
て
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
当
日
、
別
の
用
事
が

あ
り
ま
す
。ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
。ま
た
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

港(

全)

１５
期
Ｅ 

新
谷 

義
男 

音
楽
の
授
業
が
週
１
回
あ
っ
た
。
原
語
で

「
カ
ー
ロ
ミ
オ
ベ
ン
」
を
歌
わ
さ
れ
た
。

記
憶
に
あ
る
の
で
最
近
調
べ
て
見
た
。 

 

新
垣
勉
の
Ｃ
Ｄ
を
買
っ
て
聞
い
て
み
た
。

愛
の
曲
だ
っ
た
。
当
時
男
子
校
で
そ
の
先

生
の
心
が
今
も
な
つ
か
し
く
、
又
そ
の
先

生
の
名
前
が
わ
か
ら
な
い
！ 

又
そ
れ
は

古
い
イ
タ
リ
ア
の
歌
曲
だ
そ
う
で
す
。 

 

港(

全)

１５
期
Ｃ 

杉
浦 

義
勝 

足
・
腰
に
ガ
タ
。
都
心
の
人
混
み
に
疲
れ

る
等
。
で
も
日
々
を
楽
し
ん
で
過
ご
す
つ

も
り
で
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｍ 

小
林 

文
夫 

毎
年
２
回
、
数
人
の
仲
間
と
の
飲
み
会
を

楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ａ 

野
尻 

孝 

い
つ
も
な
が
ら
幹
事
様
ご
苦
労
で
す
。
年

を
と
る
と
共
に
高
校
生
活
も
な
つ
か
し
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
港
工
の

存
在
は
大
き
く
、
現
在
、
㈱
都
市
建
設
を 

経
営
で
き
て
い
る
の
も
そ
の
お
陰
で
す
。

千
葉
の
ホ
テ
ル
・
ス
ワ
ン
レ
イ
ク
長
柄
も

当
社
の
運
営
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
宜
し
く
！ 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ 

箕
田 

茂 

盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 
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港(

全)

１６
期
Ｅ2 

磯
貝 

秀
明 

長
野
の
中
山
間
地
へ
引
込
み
ま
し
て
、
転

送
に
日
時
が
掛
り
、
間
に
合
わ
ず
相
済
み

ま
せ
ん
。
御
世
話
様
に
成
り
ま
し
て
有
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ2 

上
村 
博 

茨
城
の
田
舎
で
百
姓
、
ゴ
ル
フ
、
登
山
と

元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ2 

金
子 

郷
男 

今
年
は
予
定
が
変
更
出
来
ず
、
参
席
不
可

と
な
り
ま
す
。
盛
会
を
祈
念
し
ま
す
。 

 

港(

全)

１７
期
Ｍ 

岡
田 

浩 

お
知
ら
せ
を
頂
い
た
の
が
６
月
１４

日

は
？
で
は
都
合
も
つ
き
ま
せ
ん
。
毎
年
こ

の
ご
ろ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
残
念
で
す
。

宜
し
く
ど
う
ぞ
！！ 

 

港(

全)

１８
期
Ａ 

鶴
田 

瑞
雄 

幹
事
の
皆
様
、
大
変
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

港(

全)

１８
期
Ｃ 

阿
部 

勝
治 

都
合
が
悪
く
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
！ 

 

港(

全)

１８
期
Ｃ 

中
村 

良
昭 

体
型
は
随
分
変
化
し
ま
し
た
が
、
元
気
で

現
役
で
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

 

港(

全)

１８
期
Ｅ 

白
井 

正
治 

２
年
生
に
な
っ
た
と
き
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
ク
ラ
ブ
活
動
を
始
め
る
事
に
な
っ
た
。

昔
使
わ
れ
て
い
た
古
い
本
棚
を
整
理
し
て

い
た
ら
、
も
う
何
年
も
前
の
先
輩
達
が
活

動
し
て
い
た
文
学
部
の
会
誌「
ま
ば
た
き
」

が
出
て
来
た
。
皆
で
読
ん
だ
後
、
こ
れ
を

復
刊
し
よ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た
。
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
６
名
が
集
ま
っ
て
文
学
ク
ラ
ブ

を
作
り
、
新
た
に
「
ま
ば
た
き
」
を
復
活

さ
せ
た
。
い
ま
、
私
の
手
も
と
に
そ
の
「
ま

ば
た
き
」
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
開
く

と
き
、
昔
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
顔
を
思
い

出
せ
る
。
今
、
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
も
う
５３
年
前
の
事
で
あ
る
。 

 

港(

全)
１９
期
Ｅ 

熱
田 

冬
樹 

こ
の
葉
書
が
届
い
た
の
が
６
/

１５
の
直

前
で
有
っ
た
の
で
出
席
を
調
整
す
る
時
間

が
無
く
欠
席
と
な
り
ま
し
た
。
定
期
総
会

は
１
年
に
１
回
で
、
毎
年
６
月
に
実
施
す

る
の
で
す
か
？ 

同
じ
Ｅ1
ク
ラ
ス
の
加

藤
君
が
六
郷
祭
に
参
加
し
、
誘
わ
れ
た
の

で
行
き
ま
し
た
。
加
藤
君
が
同
窓
会
に
積

極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
私
も
で
き
る
だ

け
参
加
し
た
く
思
い
ま
す
。 

  

港(

全)

１９
期
Ｅ 

加
藤 

誠 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
と
し
て
、
令
和
の
時

代
も
港
工
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

   

 

港(

全)

２０
期
Ｅ 

小
川 

隆
幸 

6

/

１５
は
都
合
が
つ
か
ず
、
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
欠
席
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

今
秋
１０
月
に
港
２０

Ｅ1
の
ク
ラ
ス
会
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
〝
古
希
同
級
会
〟

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
加
藤
琢
二
先
生
が

お
ら
れ
な
い
の
が
淋
し
い
で
す
が
・
・
・
、 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
『
加
藤
誠
氏
１９

Ｅ1
』
っ
て
バ
ス
ケ
部
先
輩
の
加
藤
さ
ん
で

す
よ
ネ
？ 

と
て
も
懐
か
し
い
で
す
！！ 

 

港(

全)

２０
期
Ｅ 

占
野 

明 

事
務
局
の
皆
様
、
ご
苦
労
様
で
す
。
同
窓

会
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 

港(

全)

２０
期
Ｅ 

畑
野 

保
雄 

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

港(

全)

２０
期
Ｅ 

矢
嶋 

安
雄 

お
世
話
さ
ま
で
す
。
こ
の
ハ
ガ
キ
と
同
窓

会
ニ
ュ
ー
ス
が
配
達
さ
れ
た
の
が
６
/

１４(

金)

総
会
の
前
日
で
し
た
。
何
か
の
マ

チ
ガ
イ
が
あ
っ
た
の
か
、
対
応
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

港(

全)

２０
期
Ｃ 

有
泉 

重
正 

土
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
昼
食
、
夕
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
残

念
で
す
が
欠
席
デ
ス
。 

 

港(

全)

２４
期
Ｃ 
武
江 

弘
治 

返
信
ま
で
に
余
裕
を
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。 

港(

全)

２３
期
Ｅ 

大
槻 

宏
一 

会
社
の
ＯＢ
会
と
ブ
ッ
キ
ン
グ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

港(

全)

２３
期
Ｅ 

片
柳 

行
雄 

当
日
、
予
定
が
あ
り
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

出
来
れ
ば
５
月
中
に
連
絡
を
下
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

港(

全)

２６
期
Ａ 

小
坂 

洋
二 

本
年
で
６４
歳
と
な
り
延
長
雇
用
も
残
す

と
こ
ろ
１
年
と
な
っ
た
。
さ
て
、
こ
の
後

ど
の
よ
う
に
日
々
を
送
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
晴
耕
雨
読
と
は
程
遠

い
事
に
な
り
そ
う
だ
が
も
う
し
ば
ら
く
元

気
に
過
ご
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

 

 

港(

全)

２９
期
Ｅ 

小
野
里 

栄
治 

平
成
３１
年
３
月
末
日
で
定
年
退
職
と
な

り
、
４２
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
別

れ
を
つ
げ
ま
し
た
。 

 

港(

全)

３０
期
Ｍ 

河
崎 

勝
芳 

毎
回
会
費
を
納
め
て
い
ま
す
が
総
会
の
出

欠
連
絡
が
遅
い
で
す
ね
。
一
度
出
席
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
い
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。 
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港(

全)

８
期
Ｅ2 

中
尾 

力 

総
会
・
懇
親
会
の
ご
盛
会
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｃ 

堂
地 

利
之 

賛
助
金
は
い
つ
も
通
り
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

に
振
り
込
み
ま
し
た
。前
に
も
記
し
た
が
、

鎌
倉
・
東
京
の
名
所
を
散
歩
し
て
最
後
に

浜
松
町
か
ら
芝
公
園
、
愛
宕
山
と
廻
り
、

３０
年
ぶ
り
に
あ
の
石
段
を
昇
っ
て
来
ま

し
た
。
青
春
の
思
い
出
を
一
時
味
わ
っ
て

な
つ
か
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

港(

全)

９
期
Ｃ 

上
倉 

健
二 

同
窓
会
運
営
に
ご
尽
力
下
さ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１０
期
Ｅ2 

佐
藤 

亘
克 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ず
は
お
世

話
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
で
あ
り

ま
す
・
・
・
。
私
も
と
う
と
う
今
年
満
八

十
才
と
な
り
ま
し
た
。
正
直
、
自
分
が
そ

ん
な
歳
ま
で
永
生
き
す
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
未
だ
、
第
１９
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ど
自
慢
全
国
コ
ン
ク
ー
ル「
歌
曲
の
部
」

東
京
地
方
大
会
優
勝
を
支
え
に
、
仲
間
と

「
老
人
施
設
」
を
訪
問
し
「
歌
」
で
慰
問

し
て
ま
す
・
・
・
ど
っ
ち
が
・
・
・
？ 

 
 
 

港
工
高
卒
を
い
つ
も
誇
り
に
し
て
ま
す
。

大
先
輩 

前
田
会
長
！ 

暮
々
も
お
身
体
、

お
い
と
い
下
さ
い
!!! 

 

港(

全)

９
期
Ｅ 

飛
田 

徹
二 

８０
才
を
過
ぎ
遠
出
は
シ
ン
ド
ク
な
り
ま

し
た
。
ご
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 

港(

全)

１０
期
Ｅ2 

西
村 

幸
久 

チ
ョ
ッ
ト
案
内
の
送
付
が
遅
す
ぎ
ま
す
。

港
工
同
窓
会
の
Ｅ
Ｎ
Ｄ
に
向
け
て
、
真
剣

に
考
え
て
は
ど
う
で
す
か
？ 

 

港(

全)

１１
期
Ｅ 

栗
山 

高 

盛
会
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

港(

全)

１１
期
Ｃ 

今
村 

將 

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１２
期
Ｅ 

境
野 

光
雄 

当
日
、
小
学
校
ク
ラ
ス
会
と
重
な
り
、
残

念
な
が
ら
欠
席
と
し
ま
す
。 

 

港(

全)

１３
期
Ｃ 

小
林 

勝
利 

会
長
始
め
幹
事
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
１３
期
電
気
通
信
出
身
の
仲
間
４

人
は
、
以
前
に
も
ご
報
告
し
た
よ
う
に
相

変
わ
ら
ず
２
か
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
新

宿
に
集
ま
り
、昼
食
後
雀
荘
に
席
を
移
し
、

夜
ま
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
お
り
ま
す
。
何
十

年
も
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
２
年
前
一
人

が
心
臓
発
作
で
救
急
車
で
運
ば
れ
て
以
来
、

禁
煙
の
雀
荘
に
場
所
を
代
え
、
以
来
、
再

び
従
前
の
よ
う
に
何
事
も
な
く
、
麻
雀
に

打
ち
込
ん
で
お
り
ま
す
。
い
つ
か
ま
た
皆

様
に
お
会
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

 

港(

全)

１３
期
Ｅ2 

宇
南
山 

光
夫 

通
学
時
に
東
京
タ
ワ
ー
が
徐
徐
に
組
み
上

が
っ
て
ゆ
く
姿
を
見
て
感
心
し
た
も
の
で

す
。
日
比
谷
通
り
に
は
都
電
が
走
っ
て
い

ま
し
た
。
下
校
時
に
は
烏
森
通
り
を
新
橋

駅
に
向
か
っ
て
ゆ
く
と
焼
鳥
の
ニ
オ
イ
が

し
て
い
ま
し
た
。
新
橋
駅
前
に
は
ス
テ
ー

ジ
が
あ
っ
て
時
々
誰
か
が
演
説
し
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

 

港(

全)

１３
期
Ｅ2 

中
西 

理
幸 

あ
い
に
く
予
定
が
入
り
ま
し
た
。
次
回
は

ぜ
ひ
出
席
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ａ 

鈴
木 

雅
司 

御
役
員
の
方
々
、
皆
様
へ
、
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ｅ 

横
山 

輝 

閉
校
記
念
誌
の
記
事
で
恩
師
・
高
橋
光
春

先
生
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
顧
問
と
し
て
の

思
い
出
を
読
み
ま
し
た
。
当
時
は
あ
ま
り

関
心
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
善
光
寺
で

夏
合
宿
を
続
け
て
い
た
と
い
う
の
を
は
じ

め
て
知
り
ま
し
た
。 

 

港(

全)

１４
期
Ｃ 

杉
本 

富
夫 

お
か
げ
様
に
て
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
当
日
、
別
の
用
事
が

あ
り
ま
す
。ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
。ま
た
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

港(

全)

１５
期
Ｅ 

新
谷 

義
男 

音
楽
の
授
業
が
週
１
回
あ
っ
た
。
原
語
で

「
カ
ー
ロ
ミ
オ
ベ
ン
」
を
歌
わ
さ
れ
た
。

記
憶
に
あ
る
の
で
最
近
調
べ
て
見
た
。 

 

新
垣
勉
の
Ｃ
Ｄ
を
買
っ
て
聞
い
て
み
た
。

愛
の
曲
だ
っ
た
。
当
時
男
子
校
で
そ
の
先

生
の
心
が
今
も
な
つ
か
し
く
、
又
そ
の
先

生
の
名
前
が
わ
か
ら
な
い
！ 

又
そ
れ
は

古
い
イ
タ
リ
ア
の
歌
曲
だ
そ
う
で
す
。 

 

港(

全)

１５
期
Ｃ 

杉
浦 

義
勝 

足
・
腰
に
ガ
タ
。
都
心
の
人
混
み
に
疲
れ

る
等
。
で
も
日
々
を
楽
し
ん
で
過
ご
す
つ

も
り
で
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ｍ 

小
林 

文
夫 

毎
年
２
回
、
数
人
の
仲
間
と
の
飲
み
会
を

楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１６
期
Ａ 

野
尻 

孝 

い
つ
も
な
が
ら
幹
事
様
ご
苦
労
で
す
。
年

を
と
る
と
共
に
高
校
生
活
も
な
つ
か
し
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
港
工
の

存
在
は
大
き
く
、
現
在
、
㈱
都
市
建
設
を 

経
営
で
き
て
い
る
の
も
そ
の
お
陰
で
す
。

千
葉
の
ホ
テ
ル
・
ス
ワ
ン
レ
イ
ク
長
柄
も

当
社
の
運
営
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
宜
し
く
！ 

 

港(

全)

１６
期
Ｅ 

箕
田 

茂 

盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 
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【
以
下
定
時
制
の
方
で
す
】 

港(
定)

７
期
MA 

菅
家 

朗 

幹
事
の
皆
様
、
御
苦
労
さ
ん
で
す
。
８４
歳

に
な
り
元
気
で
す
ご
し
て
居
ま
す
。
港
工

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
あ
り
が
と
う
御
座
居
ま

す
。 

 

港(

定)

８
期
MA 

石
井 
喜
三
郎 

愛
宕
下
を
巣
立
っ
て
６０
余
年
、
辺
り
の
風

景
の
変
り
様
に
浦
島
太
郎
の
気
分
で
す
。

１０
人
に
満
た
な
い
顔
振
れ
に
な
っ
た
が
、

年
２
回
程
旅
行
と
飲
み
会
で
三
十
四
会

(

サ
ト
シ
カ
イ)

と
の
名
前
で
、
級
会
？
で

旧
交
を
暖
め
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
絆
で

い
ま
だ
に
続
い
て
い
ま
す
。 

 

港(

定)

８
期
Ｅ 

松
井 

和
勇 

卒
業
者
名
簿
が
欲
し
い
。
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
近
況
報
告
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
バ

ン
ド
を
編
成
し
活
動
し
て
ま
す
。
ス
パ
リ

ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
、
福
島
ハ
ワ
イ
ア

ン
愛
好
会
、
地
域
の
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
に
出

演
、
毎
年
、
秋
に
は
ハ
ワ
イ
・
カ
ウ
ア
イ

島
の
祭
り
に
参
加
、
又
、
高
校
生
の
フ
ラ

チ
ー
ム
の
大
会（
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
）

と
全
国
学
生
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

催
、
地
域
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
ク
ル
の
主
宰
、
川
崎
市
多
摩
区
音
楽

祭
の
実
行
委
員
を
務
め
時
間
が
足
り
ま
せ

ん
。
８２
才
で
す
。 

   

港(

定)

９
期
Ｃ 

山
元 

稔 

港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
第
１８
号
・
母
校
と

の
絆
を
読
み
ま
し
た
。
感
動
と
共
に
会
長

に
益
々
尊
敬
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。
白
寿

ま
で
も
お
元
気
で
。 

 

港(

定)

１２
期
㎆ 

野
口 

英
司 

悲
し
き
か
な
、足
が
自
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

同
窓
会
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。 

 

港(

定)

１９
期
MA 

細
山 

和
夫 

役
員
さ
ん
い
つ
も
御
苦
労
様
で
す
。
夜
間

高
校
時
代
が
一
番
充
実
し
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
今
考
え
れ
ば
本
当
に
学
校

に
行
く
の
が
楽
し
か
っ
た
。 

 

港(

定)
２２
期
MA 

桑
原 

敏
幸 

６
／
１５
は
他
の
用
事
が
あ
り
出
席
で
き

ま
せ
ん
。
昨
年
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ

ー
宇
都
宮
カ
ル
チ
ャ
ー
や
保
育
園
で
囲
碁

を
教
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
競
技
ダ
ン
ス

に
費
や
す
時
間
が
一
番
多
い
今
日
こ
の
頃

で
す
。
来
年
は
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

港(

定)

２３
期
㎆ 

重 

忠
光 

「
港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
」
臨
時
号 

平

成
３０
年
１０
月
１
日
発
行
へ
の
掲
載
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
尚
、
文
中
「
Ｋ
／

Ｃ
社
」
は
「
京
セ
ラ
」
で
す
。 

   

                          発
行
人
連
絡
先 

 

〒
２
７
８-

０
０
５
１ 

 

千
葉
県
野
田
市
七
光
台
１
５
８-

５ 

 

港
工
同
窓
会
会
計
理
事 

松
岡
信
之 

T 
080-1278-1584 

F 
04-7129-0916 

  

◇ 

編 

集 

後 

記 

◇ 

 

港
工
再
興
３０
周
年
も
無
事
に
終
わ
り

次
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み
出
し
始
め
ま
し

た
。
次
回
、
記
念
す
べ
き
回
は
何
年
後
と

な
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

春
号
は
５
年
前
（
平
成
２６
年
ご
ろ
）
か

ら
、
主
に
古
く
か
ら
の
（
期
の
若
い
）
会

員
さ
ん
主
体
と
、
原
則
賛
助
金
（
年
２
千

円
）
を
一
度
で
も
お
支
払
い
の
方
の
み
郵

送
し
て
お
り
ま
し
た
が
（
そ
れ
ま
で
は
住

所
判
明
の
方
ほ
ぼ
全
員
）、だ
が
今
回
の
春

号
（
第
１７
号
）
は
、
再
興
同
窓
会
３０
周

年
号
と
し
て
、
従
来
通
り
住
所
判
明
の
方

ほ
ぼ
全
員
に
（
約
４
千
５
０
０
通
）
お
送

り
し
ま
し
た（
通
年
は
１
千
５
０
０
通
位
）。 

 

そ
の
た
め
か
返
信
ハ
ガ
キ
が
通
年
よ
り

多
く
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
臨
時
号
は
皆

様
か
ら
の
「
返
信
ハ
ガ
キ
短
信
」
を
中
心

に
編
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
回
お
伝
え

し
て
い
る
よ
う
に
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
な

の
で 

〝
返
信
全
文
〟 

を
お
載
せ
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
編
集
内
容
に
納
得
出

来
な
い
方
が
居
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ど
う
ぞ
、
ご
理
解
下
さ
い
。
短
く
お

ま
と
め
に
な
ら
れ
る
事
を
希
望
し
ま
す
。 

こ
の
秋
号
（
臨
時
号
）
の
送
付
先
は
前
述

し
た
通
り
賛
助
金
お
支
払
い
の
方
で
す
。

全
員
の
方
に
お
送
り
し
た
い
の
で
す
が
、

予
算
の
関
係
で
そ
れ
も
叶
い
ま
せ
ん
。
永

い
歴
史
の
あ
る
同
窓
会
の 

〝
灯
〟 

を
消

さ
な
い
為
に
も
賛
助
金
の
納
付
を
、
お
続

け
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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【
以
下
定
時
制
の
方
で
す
】 

港(
定)

７
期
MA 

菅
家 

朗 

幹
事
の
皆
様
、
御
苦
労
さ
ん
で
す
。
８４
歳

に
な
り
元
気
で
す
ご
し
て
居
ま
す
。
港
工

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
あ
り
が
と
う
御
座
居
ま

す
。 

 

港(

定)

８
期
MA 

石
井 
喜
三
郎 

愛
宕
下
を
巣
立
っ
て
６０
余
年
、
辺
り
の
風

景
の
変
り
様
に
浦
島
太
郎
の
気
分
で
す
。

１０
人
に
満
た
な
い
顔
振
れ
に
な
っ
た
が
、

年
２
回
程
旅
行
と
飲
み
会
で
三
十
四
会

(

サ
ト
シ
カ
イ)

と
の
名
前
で
、
級
会
？
で

旧
交
を
暖
め
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
絆
で

い
ま
だ
に
続
い
て
い
ま
す
。 

 

港(

定)

８
期
Ｅ 

松
井 

和
勇 

卒
業
者
名
簿
が
欲
し
い
。
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
近
況
報
告
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
バ

ン
ド
を
編
成
し
活
動
し
て
ま
す
。
ス
パ
リ

ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
、
福
島
ハ
ワ
イ
ア

ン
愛
好
会
、
地
域
の
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
に
出

演
、
毎
年
、
秋
に
は
ハ
ワ
イ
・
カ
ウ
ア
イ

島
の
祭
り
に
参
加
、
又
、
高
校
生
の
フ
ラ

チ
ー
ム
の
大
会（
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
）

と
全
国
学
生
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

催
、
地
域
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
ク
ル
の
主
宰
、
川
崎
市
多
摩
区
音
楽

祭
の
実
行
委
員
を
務
め
時
間
が
足
り
ま
せ

ん
。
８２
才
で
す
。 

  

 

港(

定)

９
期
Ｃ 

山
元 

稔 

港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
第
１８
号
・
母
校
と

の
絆
を
読
み
ま
し
た
。
感
動
と
共
に
会
長

に
益
々
尊
敬
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。
白
寿

ま
で
も
お
元
気
で
。 

 

港(

定)

１２
期
㎆ 

野
口 

英
司 

悲
し
き
か
な
、足
が
自
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

同
窓
会
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。 

 

港(

定)

１９
期
MA 

細
山 

和
夫 

役
員
さ
ん
い
つ
も
御
苦
労
様
で
す
。
夜
間

高
校
時
代
が
一
番
充
実
し
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
今
考
え
れ
ば
本
当
に
学
校

に
行
く
の
が
楽
し
か
っ
た
。 

 

港(

定)
２２
期
MA 

桑
原 

敏
幸 

６
／
１５
は
他
の
用
事
が
あ
り
出
席
で
き

ま
せ
ん
。
昨
年
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ

ー
宇
都
宮
カ
ル
チ
ャ
ー
や
保
育
園
で
囲
碁

を
教
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
競
技
ダ
ン
ス

に
費
や
す
時
間
が
一
番
多
い
今
日
こ
の
頃

で
す
。
来
年
は
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

港(

定)

２３
期
㎆ 

重 

忠
光 

「
港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
」
臨
時
号 

平

成
３０
年
１０
月
１
日
発
行
へ
の
掲
載
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
尚
、
文
中
「
Ｋ
／

Ｃ
社
」
は
「
京
セ
ラ
」
で
す
。 

  

 ◎
会
則
改
定
に
よ
る
賛
助
金
の
お
願
い 

 ※
郵
便
局
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
を
使
え
ば
、 

①
土
曜･

日
曜･

夜
間
も
振
込
出
来
ま
す
。 

②
送
付
済
払
込
用
紙
を
そ
の
ま
ま
機
械
に 

挿
入
し
、
金
額
の
み
押
せ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

 

※
金
額
の
変
更
訂
正
可
能
で
す
。 

③
窓
口
よ
り
待
ち
時
間
が
早
い
で
す
。 

 

☆
銀
行
口
座
振
込
み
を
受
け
付
け
ま
す 

銀
行 

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行 

 

支
店 

４
３
３ 

新
橋
支
店 

普
通
預
金 

口
座
番
号 

４
７
５
３
４
０
３ 

口
座
名
義 

港
工
同
窓
会
会
長
前
田
武
男 

※
名
前
の
前
に
会
員
No
を
記
入
下
さ
い
。

 

◇ 
 

編 
 

集 
 

後 
 

記 
 

◇ 

 

令
和
元
年
度
の
定
期
総
会
・
懇
親
会
が

無
事
に
終
わ
り
、
ご
多
忙
の
中
ご
参
加
頂

い
た
恩
師
及
び
会
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
の
再
建
30
周
年
記

念
に
比
べ
参
加
者
数
が
若
干
減
員
で
し
た

が
、
同
窓
会
再
建
に
多
大
な
ご
尽
力
を
頂

い
た
故
加
藤
琢
二
先
生
の
お
嬢
様
に
ご
臨

席
頂
き
、
先
生
の
思
い
出
話
を
会
員
が

次
々
と
説
明
し
、
後
日
、
お
嬢
様
か
ら
、

先
生
の
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
と
の
お
礼

状
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

再
建
に
際
し
、
同
級
生
の
前
田
氏
に
会

長
就
任
を
要
請
し
、
以
来
30
年
間
お
二
人

で
同
窓
会
を
牽
引
さ
れ
今
日
が
あ
り
ま
す
。

 

ご
逝
去
の
後
、
会
長
と
弔
問
し
た
際
に
総

会
出
席
を
お
願
い
し
実
現
し
た
も
の
で
す
。

 

 

港
工
50
周
年
記
念
誌
に
先
生
が
寄
稿

し
た
平
成
元
年
の
同
窓
会
再
建
経
過
文
を

読
む
と
、
先
生
が
如
何
に
奔
走
さ
れ
た
か

を
思
う
時
、
そ
の
一
端
で
も
お
嬢
様
に
感

じ
て
貰
え
た
か
な
と
存
じ
ま
す
。 

母
校
閉
校
を
前
に
会
報
を
発
行
し
、
本

年
18
号
ま
で
来
ま
し
た
。
閉
校
前
後
ま
で

は
会
員
か
ら
の
寄
稿
文
が
あ
っ
た
が
、
近

年
は
理
事
が
交
代
で
紙
面
を
埋
め
る
こ
と

が
増
え
て
い
ま
す
。
会
員
皆
様
か
ら
の
想

い
出
・
近
況
報
告
等
を
寄
稿
頂
き
た
く
お

願
い
し
ま
す
。 

会
報
臨
時
号
の
発
行
が
遅
れ
、
六
郷
祭

の
後
に
お
届
け
と
な
り
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
次
号
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
増
強
し

対
応
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 

（
松
岡
） 
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【
以
下
定
時
制
の
方
で
す
】 

港(
定)
７
期
MA 

菅
家 

朗 

幹
事
の
皆
様
、
御
苦
労
さ
ん
で
す
。
８４
歳

に
な
り
元
気
で
す
ご
し
て
居
ま
す
。
港
工

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
あ
り
が
と
う
御
座
居
ま

す
。 

 

港(

定)

８
期
MA 

石
井 

喜
三
郎 

愛
宕
下
を
巣
立
っ
て
６０
余
年
、
辺
り
の
風

景
の
変
り
様
に
浦
島
太
郎
の
気
分
で
す
。

１０
人
に
満
た
な
い
顔
振
れ
に
な
っ
た
が
、

年
２
回
程
旅
行
と
飲
み
会
で
三
十
四
会

(

サ
ト
シ
カ
イ)

と
の
名
前
で
、
級
会
？
で

旧
交
を
暖
め
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
絆
で

い
ま
だ
に
続
い
て
い
ま
す
。 

 

港(

定)

８
期
Ｅ 

松
井 

和
勇 

卒
業
者
名
簿
が
欲
し
い
。
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
近
況
報
告
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
バ

ン
ド
を
編
成
し
活
動
し
て
ま
す
。
ス
パ
リ

ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
、
福
島
ハ
ワ
イ
ア

ン
愛
好
会
、
地
域
の
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
に
出

演
、
毎
年
、
秋
に
は
ハ
ワ
イ
・
カ
ウ
ア
イ

島
の
祭
り
に
参
加
、
又
、
高
校
生
の
フ
ラ

チ
ー
ム
の
大
会（
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
）

と
全
国
学
生
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

催
、
地
域
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
ク
ル
の
主
宰
、
川
崎
市
多
摩
区
音
楽

祭
の
実
行
委
員
を
務
め
時
間
が
足
り
ま
せ

ん
。
８２
才
で
す
。 

  

 

港(

定)

９
期
Ｃ 

山
元 

稔 

港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
第
１８
号
・
母
校
と

の
絆
を
読
み
ま
し
た
。
感
動
と
共
に
会
長

に
益
々
尊
敬
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。
白
寿

ま
で
も
お
元
気
で
。 

 

港(

定)

１２
期
㎆ 

野
口 

英
司 

悲
し
き
か
な
、足
が
自
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

同
窓
会
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。 

 

港(

定)

１９
期
MA 

細
山 

和
夫 

役
員
さ
ん
い
つ
も
御
苦
労
様
で
す
。
夜
間

高
校
時
代
が
一
番
充
実
し
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
今
考
え
れ
ば
本
当
に
学
校

に
行
く
の
が
楽
し
か
っ
た
。 

 

港(

定)

２２
期
MA 

桑
原 

敏
幸 

６
／
１５
は
他
の
用
事
が
あ
り
出
席
で
き

ま
せ
ん
。
昨
年
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ

ー
宇
都
宮
カ
ル
チ
ャ
ー
や
保
育
園
で
囲
碁

を
教
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
競
技
ダ
ン
ス

に
費
や
す
時
間
が
一
番
多
い
今
日
こ
の
頃

で
す
。
来
年
は
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

港(

定)

２３
期
㎆ 

重 

忠
光 

「
港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
」
臨
時
号 

平

成
３０
年
１０
月
１
日
発
行
へ
の
掲
載
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
尚
、
文
中
「
Ｋ
／

Ｃ
社
」
は
「
京
セ
ラ
」
で
す
。 

  

 ◎
会
則
改
定
に
よ
る
賛
助
金
の
お
願
い 

 ※
郵
便
局
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
を
使
え
ば
、 

①
土
曜･

日
曜･

夜
間
も
振
込
出
来
ま
す
。 

②
送
付
済
払
込
用
紙
を
そ
の
ま
ま
機
械
に 

挿
入
し
、
金
額
の
み
押
せ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

 

※
金
額
の
変
更
訂
正
可
能
で
す
。 

③
窓
口
よ
り
待
ち
時
間
が
早
い
で
す
。 

 

☆
銀
行
口
座
振
込
み
を
受
け
付
け
ま
す 

銀
行 

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行 

 

支
店 

４
３
３ 

新
橋
支
店 

普
通
預
金 

口
座
番
号 

４
７
５
３
４
０
３ 

口
座
名
義 

港
工
同
窓
会
会
長
前
田
武
男 

※
名
前
の
前
に
会
員
No
を
記
入
下
さ
い
。

 

◇ 
 

編 
 

集 
 

後 
 

記 
 

◇ 

 

令
和
元
年
度
の
定
期
総
会
・
懇
親
会
が

無
事
に
終
わ
り
、
ご
多
忙
の
中
ご
参
加
頂

い
た
恩
師
及
び
会
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
の
再
建
30
周
年
記

念
に
比
べ
参
加
者
数
が
若
干
減
員
で
し
た

が
、
同
窓
会
再
建
に
多
大
な
ご
尽
力
を
頂

い
た
故
加
藤
琢
二
先
生
の
お
嬢
様
に
ご
臨

席
頂
き
、
先
生
の
思
い
出
話
を
会
員
が

次
々
と
説
明
し
、
後
日
、
お
嬢
様
か
ら
、

先
生
の
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
と
の
お
礼

状
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

再
建
に
際
し
、
同
級
生
の
前
田
氏
に
会

長
就
任
を
要
請
し
、
以
来
30
年
間
お
二
人

で
同
窓
会
を
牽
引
さ
れ
今
日
が
あ
り
ま
す
。

 

ご
逝
去
の
後
、
会
長
と
弔
問
し
た
際
に
総

会
出
席
を
お
願
い
し
実
現
し
た
も
の
で
す
。

 

 

港
工
50
周
年
記
念
誌
に
先
生
が
寄
稿

し
た
平
成
元
年
の
同
窓
会
再
建
経
過
文
を

読
む
と
、
先
生
が
如
何
に
奔
走
さ
れ
た
か

を
思
う
時
、
そ
の
一
端
で
も
お
嬢
様
に
感

じ
て
貰
え
た
か
な
と
存
じ
ま
す
。 

母
校
閉
校
を
前
に
会
報
を
発
行
し
、
本

年
18
号
ま
で
来
ま
し
た
。
閉
校
前
後
ま
で

は
会
員
か
ら
の
寄
稿
文
が
あ
っ
た
が
、
近

年
は
理
事
が
交
代
で
紙
面
を
埋
め
る
こ
と

が
増
え
て
い
ま
す
。
会
員
皆
様
か
ら
の
想

い
出
・
近
況
報
告
等
を
寄
稿
頂
き
た
く
お

願
い
し
ま
す
。 

会
報
臨
時
号
の
発
行
が
遅
れ
、
六
郷
祭

の
後
に
お
届
け
と
な
り
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
次
号
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
増
強
し

対
応
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 

（
松
岡
） 

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
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